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自然史のなかの社会と経済
「……生きている人だけ
っしょに生きているか
の世の中じゃないよ。生きてい
ら，人間はやさしい気持ちをもつ
藤 岡 惇
る人の中に死んだ人もい
ことができるのよ。ふう
ちゃん。」
「…近代科学の実証と
い。世界ぜんたいが幸
は個人から集団・社会
河系を自らの中に意識
（
求道者たちの実験とわれらの直
福にならないうちは個人の幸福は
・宇宙と次第に進化する。…・正
してこれに応じていくことである
（宮沢賢
灰谷健次郎『太陽の子』）
観の一致に於いて論じた
あり得ない。自我の意識
しく強く生きるとは，銀
。」
治『農民芸術概論綱要』）
１．「自
キリスト誕生から最初の
生命と能力は，全能の神様
わば外部の全能者にかしづ
ってよい千年間でした。
然のミレニアム」にむけ
千年紀〈ミレニアム の間，
に帰属しているとみなされて
く下僕となりましたので，「
て
ヨーロッパでは人間の
いました。人間は，い
神のミレニアム」とい
第２のミレニアムに入る
り，しだいに人間が神にと
境の外におき，自然を支配
して第２の千年紀は，しだ
（ ）
と，「神の専制」への反発か
ってかわるようになりました
と征服の対象だと考えるよう
いに「人間のミレニアム」と
ら人間復興運動がおこ
。人間は自らを自然環
になったのです。こう
いう色彩を濃くしてい
きました。自己を
的思考に染まるよ
延，核戦争，地球
立命館経済学（ 巻特
中心として，世界が回ってい
うになりました。その結果は
環境の危機でした。
別号３）
るという天動説のような観念
，自我のエゴ化と精神病のま
論
ん
第３のミレニア
かぎりは人間の
ものには義務が宿
全体をケアする義
「神のミレニアム
レニアム」への転
ところで「自然
ムの課題とは何でしょうか。
「いのち」も輝けない世紀，万
る」（ノブレス・オブリージ）
務を引き受ける世紀になる
」と「人間のミレニアム」双
換が望まれているのです。
のミレニアム」を支える経
あらゆる「いのち」が輝かな
物の霊長にふさわしく「高貴
という倫理に目覚め，地球環
ことだと，私は考えています
方の弱点を補正した「自然の
済（略して「自然体の経済」）と
い
な
境
。
ミ
は
何でしょうか。次
的弱者であっても
と，私は考えてい
の課題とは何か。
第１に，環境破
酸化炭素を炭素換
すると 億トンの
の４つの課題の解決をめざす
，課題の解決に無理なく誘っ
ます。それでは，「自然体の
壊による人類の緩慢な大量死
算で年間 億トン排出してい
レベルまで下げなければな
経済のことであり，たとえ社
ていけるタイプの経済のこと
経済」が解決しようとする４
を避けることです。人類は，
ますが，気候を安定させよう
りません。タイムリミットは
会
だ
つ
二
と
，
年頃だといわ
必須の課題なので
地球上で生み出す
化石エネルギー
化石エネルギー１
今日の条件のもと
れます。それまでに二酸化
す。ただし発展途上世界の絶
富の総量を２倍程度に増や
（石炭・石油・天然ガス）を用い
単位あたりの富の生産性を６
では，労働の生産性の安易な
炭素の排出量の１ ３化の達成
対的な貧困と人口増を考える
すことが必要でしょう。１ ３
て富の総量を２倍にするには
倍に引き上げる必要がありま
引き上げは，大量失業を生み
は
と，
の
，
す。
出
すだけです。人間
そのようなエコ産
そのためには，大
あまり使わずに生
るでしょう。「物
（ ）
を失業させるのではなく化石
業革命に成功するかどうかが
量のエネルギーが必要な物財
産できる「サービス財」の比
事」という言葉がありますが
エネルギーのほうを失業させ
カギとなってきたのです
）
。
の生産を減らし，エネルギー
率を高めていくことも大切と
，モノの豊かさの追求はほど
る，
を
な
ほ
自どにして，コト（関係）の豊
さのほうを追求する。「おい
たい」への転換です。
然史のなかの社会と経済（藤岡）
かさ――人間関係の豊かさ
しいモノを食べたい」から
，自然との関係の豊か
「おいしくモノを食べ
第２に，貧富の格差の拡
っさい「社会主義」経済圏
のグローバル化，労働者を
デフレーション（物価の低下
り下げを競う「下向き競争
口の１ ３にあたる 億人が
生活不安が消費不況を激し
大，貧困のまん延をどうする
の解体にともなう大量の失業
お払い箱にする情報技術（
を伴う不況）が生まれ，労働
」が激化するようになりまし
失業ないし半失業状態になっ
くし，大量の失業者を生んで
かという問題です。じ
者の発生，マネー移動
）の発展のおかげで，
・人権・環境基準の切
た。今や世界の労働人
ています
）
。日本でも，
います。「下向きの生
存競争」を規制し，多数者
陥るばかりでしょう。
第３に，無差別のテロ，こ
と暴力の悪循環を何として
基の原子力発電所が操業
多いのが特徴です。もし米
かったとしても，大型原発
の懐を暖めていかないかぎり
れにたいする国家テロや戦争
も避けるという課題です。す
しています。チェルノブイリ
軍と北朝鮮軍とが戦端を開け
の炎上は避けられないでしょ
，デフレ不況は泥沼に
の応酬といった，憎悪
でに日本と韓国だけで
級を上回る大型原発が
ば，核兵器が使われな
う。人類が戦争を絶滅
しないかぎり，戦争の方が
ているのです。「ハングリー
れますが，環境の劣化，貧
人に正義を保障し，自立と
悪循環を防ぐことはできな
最後に，人間性とアイデ
人類を絶滅させてしまう。そ
（空腹）はアングリー（怒り
富の格差の拡大を是正しない
自己実現の機会を保障しない
いでしょう。
ンティティ（自分とは何である
んな時代が，なお続い
）を生み出す」といわ
かぎり，またすべての
かぎり，憎悪と暴力の
かの認識）の危機の問
題です。経済開発の努力の
は大変良くなりました。し
のほうが軽視されてきた結
係の貧しさも際だってきま
ていますが，自分とは何で
（ ）
なかでモノづくりが重視され
かし人間開発（ヒトづくり），社
果，ヒトの「品質」のほうは
した。わが国でも，閉じこも
あり「何のために生きたらよ
，この間にモノの品質
会開発（コトづくり）
あまり改善されず，関
りとストーカーが増え
いか」が分からなくな
った若者たち，家
分離の克服をめざ
「一人ぼっちの魂
立命館経済学（ 巻特
族やコミュニティ（地域社会
そうとする社会空間のこと），大
たち」が，悲鳴をあげていま
別号３）
，コミュニケーションを通じて
地や宇宙に根を下ろせなかっ
す
）
。
自他
た
これら４つの課
ま世界中の人々が
ればなるほど，道
得する」（少なくと
システム」を形成
何であり，どうし
ます。
題をトータルに解決していく
考えています。ただし人間と
徳の説教だけでは世の中は
も「損はしない」）しくみ，い
することが必要なのです。以
てこのような問題が生まれて
には，どうしたらよいのか。
は弱い者です。貧しい社会に
変わりません。「そうしたほう
わば「徳が得になるような経
下では，そもそも「経済」と
きたのかを考えてみようと思
い
な
が
済
は
い
「…［万物の
たちには…
回復される
２．自然のなかから社会
霊長たるにふさわしい］雅量を
「高貴な身分には義務が伴う」こ
でしょう。」
が生まれた
私たちがもつようになるとき，
とを片時も忘れない者のもつ威
…私
厳が
いのちの尊厳，
ここで，手をか
指のあたりがキラ
図にたとえると，
話は， 億年
（ ・ ・シューマーハ
人間の尊厳
ざしてください。手を光にむ
キラときれいに輝いています
人間はどのあたりに位置して
前といわれるビッグバン直後
ー『スモールイズビューティフ
けてかざしてください。手の
ね。この手を宇宙と生命の進
いるのでしょうか。
にとびます。当時の宇宙には
ル』）
先，
化
，
もっとも単純な元
合を起こして，よ
たからです（水素
ことを思い起こして
（ ）
素――水素とヘリウムしか形
り複雑な元素をつくりだすた
爆弾の核融合反応に点火するに
ください）。軽いガスで出来た
成されていませんでした。核
めには，大変な高熱が必要だ
は，原子爆弾の爆発熱が必要だ
原始星がつぶれて，最後に大
融
っ
った
爆
自発をおこすようになっては
子核をもつ元素が生み出さ
きな星が形成されていきま
然史のなかの社会と経済（藤岡）
じめて，その熱の力で，炭素
れました。このような固体元
す。この種の星の最後は，す
・鉄といった複雑な原
素が集まって，重く大
さまじい超新星爆発と
なりますが，そのおかげで
生み出されてきたのです。
なし」という言葉がありま
さまじい「宇宙の陣痛」の
てきたのです。私たちの体
ほぼ同じだといわれます。
者が説くのには道理がある
，もっと複雑な原子核をもつ
「一粒の麦，もし死ななば，
すが，わが身を犠牲にした星
なかから，私たちの体を形づ
の元素組成比は，超新星爆発
「君たちは，星（の大爆発）の
のです。
元素（金や銀など）が
数千の生命を結ぶこと
たちの大爆発，このす
くる元素が生みだされ
直後の元素の組成比と
かけらだよ
）
」と天文学
今から 億年近くまえ，
ました。私たちが胎児の時
ますが，その羊水の成分が
いいます。不思議な符合で
生命体誕生から 億年の
法でした。そこには個体の
物たちは満喫していたので
地球の「原始の海」のなかで
には，母親の子宮をみたす羊
，じつは 億年前の「原始の
すね。
間は，細胞分裂という無性生
死はありません。細胞分裂に
す。およそ 億年前に，雄
，最初の生命体が現れ
水のなかに浮かんでい
海」の成分と同じだと
殖が，繁殖の唯一の方
もとづく永遠の生を生
と雌とが互いの
（遺伝子コード）を交じり合わ
そのときに個体の死が始ま
わう代償として，死の恐怖
それはともかく，有性生
は高度で複雑なものになり
進化の歩みを手で表したば
せ，子を生みだすという有
ったのです。高等生物たちは
を味わうようになったのです
殖の積み重ねのなかで，子孫
，その最高の精華として人類
あい，その最先端の指先のと
性生殖が始まりました。
，セックスの歓びを味
）
。
に引き継がれる
が誕生します。生物の
ころに，「自然が自分
自身の意識にまで到達して
一人の人間のなかに 兆
として，すべての細胞が協
一日に８万回も鼓動し，全
の血液を送り出しています
（ ）
いる存在」たる人間が生み出
の細胞が活動しているといわ
力しあって，人体の健康を創
長 万キロにたっする血管
。よく生物学者は，「人間と
されたのです。
れます。癌細胞を例外
っています。心臓は，
に毎日 万リットル
は 億年の だ」
と述べますが
）
，一
太陽との間を
のち」のなかに宇
立命館経済学（ 巻特
人の中に含まれる の総
回往復する長さになるといい
宙があるというか，宇宙の進
別号３）
延長は， 億キロ――地球
ます。私たち一人ひとりの
化が凝縮されているのです
）
。
と
「い
「いのち」は，
尊いのでしょうか
活動を行い，自ら
宇宙自体が，つい
つくりだした。ま
私たち一人ひとり
高傑作であり，生
なぜ尊いのでしょうか。わけ
。 兆の細胞が， 億キロ
の力で宇宙の最高の精華とし
に自らの姿を捉えるために
さにその「宇宙の眼や耳」に
が， 億年の歳月をかけて
きているだけで無条件に尊い
ても人間の「いのち」は，な
の に導かれて精妙な協
ての光を発しているからです
「宇宙の眼や耳」にあたる存在
あたる存在が私たちだからで
，宇宙自身が作り上げてきた
存在だということを，頭では
ぜ
同
。
を
す。
最
な
く体で納得してほ
迷信や非合理主
科学的社会主義
セスをつぎのよう
身の意識にまで到
に変転しても永久
しいと思います
）
。
義の落とし穴
の創始者の一人，フリードリ
に説明しています。宇宙の物
達している存在」 高等動
に物質でありつづけ，その属
ッヒ・エンゲルスは，このプ
質進化は「自然がついに自分
物を生み出した。「物質がどん
性のどの一つも失われること
ロ
自
な
は
ありえない。また
る精神」を生み出
も，鉄の必然性を
に再び生み出すに
人間はますます自
の結果，「あの精
それゆえ，物質系は，地球上
した後に，消滅させてしまう
もって，この思考する精神を
ちがいない。」「われわれは肉
分が自然と一体であるとい
神と物質，人間と自然，魂と
でその最高の精華たる「思考
こともあろうが，そのばあい
いずれかの場所，いずれかの
と脳髄ごと自然のものであり
うことを感ずるようになる。」
肉体との対立という不合理で
）
す
で
時
…
そ
反
自然的な観念は，
宇宙には，どこ
物質はありません
ら死後の世界にも
り」（たたり）を及
（ ）
ますます不可能になっていく
までいっても， の元素と
し，光の速さよりも早く伝わ
，「霊」が残り，幽霊となっ
ぼすといったことは起こる余
であろう」と。
その組合せとしての分子以外
る運動も存在しません。です
て生きている人にたいして，
地がないのです。かりに「超
の
か
「祟
自
自然的な存在」が，宇宙の果
たたないかぎり，その「意
的な存在」（神）が宇宙の外
然史のなかの社会と経済（藤岡）
てからメッセージを送ってき
思」は私たちに伝わりようが
から私たちを操ることで，宇
たとしても， 億年
ないのです。何か「霊
宙の進化発展が進ん
できたのではなく，宇宙の
するパワー，「自己組織化」
見方・考え方を「弁証法的唯物
のなかで「神様などいない
トの世界にはまりこむこと
を破滅させる危険な道です
物質系自体が，より複雑で個
する内的傾向を兼ね備えてい
論」といいます）。ジョン・レ
と想像してごらん」と歌いま
は，科学の成果の冒涜（ぼう
。
性的なものに進化発展
るのです（このような
ノンが，「イマジン」
したが，幽霊やオカル
とく）であり，人間性
「自然の掟（おきて）」に従
「地球村」という の
のなかで，生物たちは互い
ちとの無用の争いを避けて
掟――この二つは，「自然の
人類の遠い祖先は， 万
から分かれ，二本足で歩く
うということ
高木善之さんが説いている
に必要最小限の資源・獲物し
きました。必要最小限という
掟」（自然法）だったのです
）
。
― 万年前，アフリカの密
ようになりました。現代人の
ように， 億年の進化
かとらず，他の動物た
掟と調和・共生という
林でサルと共通の祖先
共通の祖先は， ―
万年前にアフリカから他地
に適応するなかで身体的特
は，共通の祖語（祖先の言語
的には単一の人種に属して
とから，肌の色や体型・骨
種であっても塗装の色によ
域にむけて「第２の拡散」を
徴を変えていったといわれま
）をもち，遺伝学的に非常に
いるのです。しかし気候環境
格といった外形の姿は多様と
って，車の外形は多様なこと
行い，多様な自然風土
す。したがって現代人
似ています。生物学
の影響をうけやすいこ
なりました。同一の車
と似ていますね。人類
は異なる「人種」からなっ
されるという「人種主義」
のです
）
。
それはともかく，私たち
つしか自らが自然的動物で
（ ）
ており，その違いによって人
の考えは，人間を外形から判
の祖先は，しだいに社会を形
あることを忘れ，自分を家畜
間の能力・特質は左右
断する愚を犯している
成するようになり，い
のような安楽状態にお
き，体全体を脳化
法に反する「社会
と「競争という掟
立命館経済学（ 巻特
していきました。その結果，
の掟」を作るようになったの
」がそれです。人間がつくり
別号３）
自らを自然の外部に置き，自
です。「不必要最大限という
だした「社会法」は，自然法
然
掟」
と
対立する内容のも
３．社
「大人の人た
あって，屋
のになっていきました。
会のなかから市場経済と
ちに『桃色のレンガでできてい
根の上にハトのいる，きれいな家
資本主義が生まれた
て，窓にジェラニウムの鉢がお
を見たよ』といったところで，
いて
どう
もピンとこ
はならない
っぱな家だ
「経済のない
しかし道
（二宮尊徳
）
）
ないでしょう。大人たちには『
のです。すると，大人たちは，と
ろう』というのです」
（サ
道徳は寝言である
徳のない経済は犯罪である」
万フランの家を見た』と言わな
んきょうな声をだして，『なん
ン・テグジュベリ『星の王子さ
くて
とり
ま』）
社会からの国家
一万年ぐらい前
人，国家，政治と
の第二の大分裂が
う独自の論理で動
セスを図示したの
そのなかで，パ
と市場経済の分離
の農業革命のなかで，人間社
いうものが生み出されました
発生しました。社会から経
く不思議な魔物が生み出され
が，図―１の左側の三角形で
ワーと資源とは，どんどん自
会の中から，専門的な兵士と
。五百年ぐらい前に，社会か
済が分離して，「市場経済」と
たのです。この分離独立のプ
す。
然から社会へ，ついで国家と
役
ら
い
ロ
経
済へと吸い上げら
三角形の形に変わ
世界の化石エネル
万トンでした
（ ）
れ，正三角形の形をしていた
り，肥大化していったのです
ギーの年間消費量（石油換算
。マルクスが『資本論』第一
人間社会が，中央部のような
。
）をみると，西暦 年ころ
巻を書き上げた 年には１
逆
は
億
自然史のなかの社会と経済（藤岡）
図―１ モノ・生命・人
万トン， 年には６
年には 億 万トンとな
間社会・国家・市場経済（資本
億 万トンとなり，第２次
りました。本当の激増はその
主義）の捉えかた
世界大戦の終わった
後に始まり， 年には
億 万トン（原子力と水
の時代のじつに 倍という
つけています。このような
り，グラグラしやすい。そ
「お恵み型の福祉」という
昔は，自然の資源（自然資
人工資本ストックの拡充こ
力発電を含む）になったので
エネルギーを消費し，地球の
逆三角形の形は，肥大化すれ
こで国家による安定装置――
「つっかえ棒」で支える必要が
本ストック）は豊富で人工資
そが経済発展の決定的な要因
す。今日ではマルクス
自然と人間の心身を傷
ばするほど不安定とな
軍隊と刑務所，および
でてきたわけです。
本が不足していたので，
となっていました。と
ころが今日では，人工資本
あり余るようになってきた
さ）や「社会関係資本」（地
会資本」（道路や港湾施設，学
ュアともいう）が枯渇する時
然資本や社会関係資本，さ
，なかでも民間企業が持つ私
。それにたいして，「自然資本
域社会や家族の協同能力の高さ）
校といった社会の共有する資本
代となってきたのです。この
らには社会資本（インフラ）
）
的な人工資本のほうが
」（自然資源の質と豊か
，あるいは物的な「社
で，インフラストラクチ
ような時代には，自
の拡充のほうが，経済
発展を主導する要因となっ
一例をあげると「自然資
のなかに，どれほどの微生
健康な土を一握りすれば，
世界を育んでいます。人間
（ ）
ていきます。
本」の豊かさを測る重要な指
物が生きているかです。ミミ
そのなかには 億匹の微生物
の総人口と同数の微生物が，
標は，その地域の土壌
ズがいるような肥沃で
が棲み，有機的な生物
一握りの土のなかに棲
んでいるのです。
え，雨を呼びこみ
な人体，健康な社
立命館経済学（ 巻特
デンマークの植林事業（後述
，土を肥やすことは，その上
会・経済を作っていくうえで
別号３）
）が示したように，まず木を
に棲む動植物を健康にし，健
の根本条件なのです
）
。
植
康
このようなしだ
転換するか。「自
ムを作りなおした
るには，市場シス
ばなりませんが，
地域社会，都市，
大の課題となって
いで，「人間のミレニアム」
然の掟」に従う方向で，どの
らよいのか。市場価格に「エ
テムを放任するのではなく，
どうすればよいのか。自然法
経済をどのように作り変えた
きたわけです。自然の秩序の
をどう「自然のミレニアム」
ようにして人間法と社会シス
コロジー的な真実」を反映さ
事前に計画的に設計しておか
と生命体のルールにしたがっ
らよいのか。これらが 世紀
なかに社会を正しく位置づけ
に
テ
せ
ね
て，
最
，
社会のなかに経済
自然の中に埋めこ
自然な逆三角形を
るわけです
）
。
人間生活の３つ
を正しく位置づける課題，市
んでいく課題に直面している
右側の正方形のような安定し
の領域
場経済と国家をふたたび社会
のです。先の図を用いると，
た形に変える課題に直面して
と
不
い
これまで人間社
れを現時点で固定
みは，経済，政治
づきます。たとえ
「経済」活動のた
会・文化」活動の
会を歴史の経過という流れの
し，輪切りにしてみましょう
，社会（および文化）という
ば会社員の さんのばあい
めに 時間，食事と睡眠，子
ために 時間，友人との政
なかで見てきましたが，この
。そうすると人間の 時間の
３つの領域に分かれることに
，会社への通勤・仕事といっ
どもの相手，読書といった
治談議や投票所にいくといっ
流
営
気
た
「社
た
「政治」活動のた
関係を描いたのが
第１の人間生活
流通（モノを最終
企業が主な担い手
（ ）
めに残りの２時間を費やすと
，次の図―２です。
の領域は，「経済」と呼ばれ
消費者まで届ける活動）に関連
となり，市場財を生産し，利
いった風にです。３領域の相
ています。生産（モノづくり）
した領域です。現代では市場
潤原理で動いています。
互
と
と
自然史のなかの社会と経済（藤岡）
図―
第２の領域は，「政治」と
ります。政府や自治体が担
もとづいて運営されている
この２つの領域は，凶暴
真剣勝負の世界です。相手
いう意味で，「必然性」が貫
２ 人間活動の３領域の相関
呼ばれ，モノと人の管理・
い手となり「公共財」を生み
のが特徴です。
な自然や敵兵をあいてにして
の動きにあわせて，こちらの
きやすい世界であり，伝統
統治・防衛が任務とな
出します。計画原理に
，がぶりと組み合った
動きも決まってくると
的に男性の仕事とされ
てきました。試みに世界の
ための農具や運搬手段，戦
出せていません。真剣勝負
由な飛 を許すゆとりがな
きやすく数式で表わしやす
は，そのためです。
民族博物館に行かれるとよい
争のための武器については，
の世界では，「遊び」や「空
いからです。兵士や企業戦士
い反面，彼らの「自己責任」
。どの民族も，生産の
似通ったものしか生み
想」といった観念の自
たちの行動は予測がつ
を追及しがたくなるの
これにたいして，休息時
いった領域では，「遊びの余
造的な活動を展開している
剣勝負の仕事が終わった後
消費」に関連する領域です
（ ）
間に営まれる「食文化」「学
地」が大きく，民族ごとに
ことに気づかれるでしょう。
の――生み出され，防衛され
。モノの消費の場で，性行為
び」「音楽」「宗教」と
じつに多様・多彩で創
この第３の領域は，真
た後の「モノの享受
が営まれ，子どもの養
育・老親のケアが
係も育まれますか
でしょう。この領
立命館経済学（ 巻特
なされ，自己と家族の生命が
ら，「人づくり」「コトづくり
域のことを総称して「社会」
別号３）
再生産され，地域社会の人間
」の領域だといいかえてもい
と呼びます。協同原理にもと
関
い
づ
いて運営されてき
この「社会」領
のいう「目的なき
負の終わった後の
えかえそうとしま
用いて表現し，同
このような人づ
た伝統をもち，女性の仕事と
域のなかでも，もっとも自由
合目的性の世界
）
」の活動を
休息と余暇の時間に，人は，
す
）
。人生体験のなかで自らの
胞に伝達しようとする活動を
くり・コトづくりの領域のこ
されてきた領域でもあります
度・遊び度が高い部分，カン
「文化」と呼んでいます。真剣
夢を見たり，人生の意味をと
得た感動と教訓を多様な手段
「文化」と呼んできたのです
とを，一括して「社会・文化
。
ト
勝
ら
を
。
」
と呼ぶことにしま
ルが担い手となり
となります
）
。
３領域の相互関
先の図が示すよ
非営利団体（
しょう。家族・コミュニティ
，経済や政治の領域と比べる
係
うに，社会領域と経済領域と
）や協同組合・労働組合など
・学校・労働組合・文化サー
と，多様な可能性を秘めた領
が重なりあう部分があります
，非営利という社会的原理に
ク
域
。
も
とづいて経済活動
域とが重なりあっ
う社会的原理にも
経済領域と政治領
ます。
人間社会を１台
を行おうとする団体が活躍す
ている分野は，非政府組織
とづいて政治活動を行おうと
域とが重なる分野では，公社
の自動車にたとえてみると
る領域です。社会領域と政治
（ ）や政党など，非営利と
する組織が活動するところで
・公団や公営企業が活動して
，「経済」とはいわば動力源
領
い
す。
い
（エ
ンジン）にあたり
す。自動車の運行
いずれの機能を欠
発展のためには同
です
）
。
（ ）
，「政治」はハンドル，「社会
を支える道路は，さしずめ
いても自動車の安全運転は不
様に，これら３領域のバラン
・文化」はブレーキにあたり
「自然」だといってよいでしょ
可能ですね。人間社会の存続
スのとれた発展が求められる
ま
う。
と
の
自資本主義国のタイプの違
経済，政治，社会・文化
主義国といっても，そうと
然史のなかの社会と経済（藤岡）
い
の３つの領域の組み合わせか
うの質のちがい，タイプの違
たによって，同じ資本
いが生まれてきます。
たとえば，アメリカ型の資
しており，強烈な影響力を
代表が任命されることが多
なります。また社会（人づ
す
）
。
他方，日本や東アジア諸
の資本主義国のばあい，国
本主義のばあい，経済（市場
もっているのが特徴です。閣
いですし，政治の世界にも市
くり）も経済の論理で左右され
国のような「重商主義」ない
家の官僚機構が主導的な役割
）領域が異常に肥大化
僚たちには，経済界の
場の論理が貫きがちと
ることが多くなりま
し「開発主義」タイプ
を果たしてきました。
国家が強力な窓口指導と産
とが多くなりますし，教科
るいます。
これにたいして，北欧型
的な活動を展開し，他の領
徴です。北欧型の社会では
盛な活動を生み出し，国家
業政策をとおして，経済領域
書検定をとおして，人づくり
の資本主義のばあい，社会・
域のありかたに大きな影響力
，「社会・文化」部門が発展
権力と企業権力の暴走を監視
を指揮し，支援するこ
の領域にも影響力をふ
文化領域が相当に自律
を発揮してきたのが特
し， ・ の旺
し，チェックする力を
育んできたのです。そのた
付きます。国政選挙での投
欧諸国のばあいは，８割か
北欧型の近代化――民主
北欧の地というのは，中
め資本主義のもとでも，一定
票率は，米国のばあいは３割
ら９割に達することが普通で
化の教訓
世以来好戦的なバイキングが
の範囲で民主主義が根
から４割台ですが，北
す。
侵略をくりかえし，暴
力と戦乱の絶えないところ
デンとデンマークがあい争
がからんできたのです。そ
るなどと想像さえできない
なると「平和地域」形成の
（ ）
でした。その後はノールウェ
い，両国の争いに北方への領
れから 年をへて今日では
「平和地域」に変貌をとげま
試みは，欧州全域に広がり，
イをめぐってスウェー
土拡大を狙うプロシア
，この地は戦争がおこ
した。第２次大戦後に
いま欧州連合（ ）
の形成に結実しつ
マークの事例をも
第１に，北欧の
立命館経済学（ 巻特
つあります。このような経験
とに考えてみましょう。
覇権をめぐるプロシアとの
別号３）
はどうして生まれたのか，デ
戦争（ 年）の敗北，ユトラ
ン
ン
ド半島南部の割譲
悟り，「外に広が
んだことにありま
組織して， 年
ようとしました。
と農地に変わりま
り，土壌が肥沃に
がきっかけとなって，デンマ
るのではなく，内を耕そう」
す。除隊した工兵士官のエン
にヒース協会を設立し，ユト
ヒースしか生えなかった
した。その結果，雨がよく降
なったのです。豊かな有機質
ーク国民は覇権戦争に走る愚
という「内発的発展の道」を
リコ・ダルガスは，貧農多数
ランド半島北部の荒地に植林
万エイカの荒地は，豊かな森
るようになり，気候は温和と
の土壌は，植物を健康にし，
を
選
を
し
林
な
そ
のうえで動物と人
第２に，協同組
地でしたが，
規模経営との国際
たちは， 年か
農民から協同組合
の酪農生産額の
間を健康にする役割をはたし
合運動による経済繁栄です。
年代になると，この地の穀作
競争に負けて苦境におちいり
ら 年の間に もの酪農協
型の酪農農民に転身していき
％を支配しただけでなく，
ました。
元来この地は，小農民の多い
農民たちは，ロシアと米国の
ました。困難に直面した小農
同組合を設立し，孤立した穀
ました。おかげで，彼らは国
「世界の工場」となった英国の
土
大
民
作
内
乳
製品市場を支配す
第３に，このよ
的な市民に育てる
ルンドヴィの影響
の 人から
党を躍進させる支
るなど，抜群の国際競争力を
うな経済的基盤のうえで，小
ための生涯学習運動が花開き
のもとで，「民衆学校」が各
年には 人に増えました。
柱となりました。
もったのです。
農民や都市庶民を開明的で進
ました。ラディカルな教育家
地で開設され，学生数は
彼らが，農民を母体とする左
歩
グ
年
翼
最後に，左翼党
年に政権を奪
えていきました。
のある国となって
困難な時こそ，
（ ）
と都市を基盤とする社会民主
取し，この国を「平和と民主
おかげでデンマークは，貧富
いったのです。
民族の真価が問われるもので
党とが労農同盟を結ぶことで
主義」を重視する福祉国家に
の格差の比較的小さな，連帯
す。 年にデンマークはド
，
変
感
イ
自ツ軍によって占領されまし
を鼓吹する親ナチ勢力は，
た 人のユダヤ人は匿わ
然史のなかの社会と経済（藤岡）
た。しかし苛烈な占領下にあ
ほとんど根付きませんでした
れ，そのうち９割は，隣の
っても，反ユダヤ主義
。その結果，同国にい
中立国のスウェーデン
に脱出できたのです。大戦
ツ軍への協力を拒否する非
内部から瓦解させていく原
日本型に迫られる「構造
現在，日本の社会では，
この「構造改革」とは何で
末期になると，隣国のノール
暴力抵抗運動が壮大な規模で
動力となりました
）
。
改革」
米国の圧力のもとで「構造改
しょうか。 国家・官僚機構
ウェイとともに，ドイ
展開され，占領支配を
革」が迫られています。
が主導的な役割をはた
してきた日本・東アジア型
企業と市場が主導的な役割
で一人勝ちしたモデルであ
デルの「構造」を米国型に
しかしこの議論には，数
済の一人勝ちの主因は，米
うではなく，冷戦期に米国
の経済はアブノーマルである
をはたしてきた米国型モデル
り，これが「世界標準」だ。
改めるべく「改革」せよとい
多くの誤りがあります。なぜ
国型モデルの優秀さにあるか
の軍事部門が「含み資産」と
。 これにたいして大
は， 年代の世界経済
したがって日本型モ
うのです。
なら 年代の米国経
らではないのです。そ
して抱えてきた軍事と
諜報の技術，とくに情報通
って日本企業と対抗しよう
自身，現在，バブルの崩壊
敗」の現象に見舞われてい
不況の局面に立ち至るなど
ような状況下で，資源とパ
信と宇宙分野の技術を商業世
としたところにあるからです
から花形企業のスキャンダル
ます。 日本では，バブルの
，壮大な「市場の失敗」の時
ワーを不用意に国家部門から
界に開放し，これでも
。 また米国型モデル
倒産など，「市場の失
崩壊を契機に，デフレ
代を迎えました。この
民間企業部門に移した
ばあい，いっそう深刻な「
むしろ日本人にとって参
社会の３つの領域の間で多
ル」の経験です。国家部門
画のパワーによって官僚制
（ ）
市場の失敗」に見舞われる心
考になるのが，市民社会の領
元的なバランスをとろうとし
に必要な資源はしっかりと確
の不効率と不正をチェックし
配があるからです。
域を強め，政治と経済，
てきた「北欧型モデ
保したうえで，住民参
たうえで，国家部門の
資源とパワーとを
う一つの選択，も
立命館経済学（ 巻特
経済領域ではなく社会領域の
う一つの構造改革の道がある
別号３）
ほうに移していくといった，
のです。
も
「もっとも
太陽の光
「変えること
４．エコ・人間中心の経
大切なものは みなただ
野や山の緑 雨や川の水 朝夕の
のできるものを変える勇気と
済を創ろう
挨拶…そして母の愛」
（河野 進）
変えるこ
いずれで
世紀が，「環
ありません。私た
すぎなかったこと
間の作り出した経
とのできないものを受け容れる心
あるかを見分けることのできる叡
（ライン
境 いのちの世紀」にならな
ちは，「万物の霊長」ではな
が露見し，滅んでいくだけ
済システムの一部ではない
の優しさと
智を私に与えてください」
ホールド・ニーバー『平安の祈り
いかぎり，私たち人類の未来
く，じつは「万物の癌細胞」
でしょう。「環境」というのは
のです。「環境」というのは，
）
』）
は
に
人
億年近く続いてき
生命のシステムの
かりと自覚してく
で，冒頭に述べた
コ・エコノミー）づ
そのために，必
す。
た地球における生命の流れの
内部の片隅に経済システムが
ださい。「丈夫な頭と賢い体
４つの人類史的な課題の解
くりにとりくんでほしいと思
要となる点を４つ指摘して，
ことであり，そのような環
生まれてきたことを，まずし
」を鍛えてください。そのう
決めざして「自然体の経済」
います。
本稿を締めくくりたいと思い
境
っ
え
（エ
ま
主流派経済学の
新古典派経済学
想定をしています
（ ）
人間観の誤りの克服
では，人間は，個人として
が，そのばあいの「自己」と
，「自己利益」を追求するとい
は何でしょうか。近代の主流
う
派
自経済学では，手から指先だ
しかし自己とは，ビリヤー
「自己」の範囲は，人間の発
然史のなかの社会と経済（藤岡）
けを切り落とし，人間を個人
ドの玉のように固い孤立した
達段階が高まるにつれて，
として見てしまいます。
実体ではありません。
しだいに広がっていく
ものだと，米国の未来学者
成した次の図―３をご覧く
図―３ 人間発達の視点
のヘーゼル・ヘンダーソンは
ださい。
からみた「自己利益」鑑の覚醒
力説します。彼女が作
・拡張のプロセス
（ ）
赤ん坊から幼児
り本人一人だけの
坊の姿をイメージ
立命館経済学（ 巻特
の時代には，自己利益にかか
ことです。要求を貫くために
してください。通常の人の
別号３）
わる「自己」の範囲は，文字
，あたりかまわず泣き叫ぶ赤
ばあい少年期になると，家族
通
ん
が
「自己」利益の範
ニティや企業団体
己」の範囲に入り
人，未来世代，地
民，宇宙市民への
きいですね。
自己の範囲を本
囲に入ってきます。青年期に
まで広がってきます。成熟期
始めます。さらに視野が広い
球の運命までが「自己」のな
成長の道筋を示唆する彼女の
人のところに限定する新古典
なると，「自己」の範囲がコミ
に入ると，民族，国家まで
人のばあいは，動植物や死ん
かに入ってくるのです。地球
議論は，さすがにスケールが
派経済学は，幼年期の発達段
ュ
「自
だ
市
大
階
に照応した経済理
買って」と泣きわ
期を超えて人間が
経済学になってい
精神科医の森田
まま・自然体の自
びました。森田さ
論だと彼女は述べています。
めく幼児たちの世界に照応し
「自己」を拡張し，発達をと
るのです。
正馬さんは，自意識過剰の
己の受容」を説く「森田療法
んは次のように書いていま
ほしい物を前にして「買って
た経済理論となっており，幼
げていく展望を閉ざしてしま
神経症患者にたいして，「あり
」を提唱して，大きな反響を
す。「ある婦人が神経質性のヒ
，
年
う
の
呼
ポ
コンドリーで病床
いた。ところがあ
かと思われるばか
介抱し，そのとき
らわれが，わが子
ていくありさまは
につき，今にも自分に死がや
る日，４歳になる自分の子が
りに咳き入るのを見て，とつ
からはじめて自分の病気を忘
にたいする愛情のために消滅
，子をもつことによってはっ
ってくるものと思い，苦しん
百日咳にかかり，呼吸も絶え
ぜん自分のことを忘れて子供
れるようになった。小我への
したのである。小我が拡大さ
きりと認めることができる。
で
る
を
と
れ
わ
が子の病気やよろ
ある。子にたいす
隣人，同郷の人な
ようになるとき，
悲は，われわれが
（ ）
こびは，わが身のことのよう
るのと同じ気持ちが，さらに
どにまで拡大され，それらの
自我はいよいよ大きく成長，
子どもを愛するように衆生を
に苦しく，またうれしいもの
進んで，兄弟，親友，教え子
人々の苦楽を自分の苦楽とす
発展していくのである。仏の
愛するといわれるものであっ
で
，
る
慈
て，
自これがすなわち大我の極致
から逃れることばかりに心
えりみないことがある。こ
然史のなかの社会と経済（藤岡）
である。それにたいして神経
を労しているために，わが子
れが小我の執着である」と
）
。
質患者は，自分の苦痛
も家族も犠牲にしてか
中世欧州の詩人ジョン・
も，それ自身完全な離れ小
部である。もし土くれが海
なくなる。それが岬であろ
である。いかなる人の死も
帯しているからである。そ
るために，人を遣わす必要
ダンも，次のような美しい詩
島ではない。すべての人間は
によって洗い流されると，ヨ
うと，あなたの友人の領地で
また，私を減少させる。なぜ
れ故に，弔いの鐘が誰のため
はない。それはあなたのため
を残しています。「誰
大陸の一部，本土の一
ーロッパはそれだけ少
あろうと，それは同じ
ならば，私は人類と連
に鳴っているのかを知
に，鳴っているのだ。」
ヘミングウェイは，ファッ
きましたが，タイトルの「
財固有の使用価値の公正
エコ・エコノミーへの転
責任論や主観的な効用論に
いうものを事前にしっかり
シズムと戦ったスペイン市民
誰がために鐘は鳴る」は，こ
な評価
換のための２つ目のポイント
逃げずに，財に「固有の使用
と評価するシステムをつくり
戦争を描いた小説を書
の詩に由来しています。
は何か。購買者の自己
価値」や生産力の質と
，その評価結果を市場
の価格決定のしくみのなか
その人の「いのちの力」の
ィ）の領域，政治領域，そし
評価・判断できる力を育む
灰谷健次郎さんは，『太陽
うに語らせています。「むか
に反映させることだと思いま
拡充にどの程度役立つのか，
て自然領域への便益とコス
消費者教育が大切になります
の子』という小説のなかで
しはくだらんものに凝った
す。その購入と使用が，
社会（家族とコミュニテ
トがどのようなものか
。
，登場人物につぎのよ
な…人間のくらしに必
要なもんとそうでないもん
になるね。沖縄の人はえら
上等が多い」と。
ブラックバスという外来
のは正しいのか，間違って
（ ）
との区別がつかなんだ。それ
いね。そこがちゃんとしとる
種の魚がいます。ブラックバ
いるのか。この問題は，個人
がわからん人間はわや
さかい，人間の中でも
スを琵琶湖に持ち込む
の「主観的な効用」論
に逃げていては解
しないかぎりは，
えられないでしょ
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決できません。琵琶湖の生態
外来種と在来種との相性がわ
う。同様に，外国産のある特
別号３）
系の徹底的な自然科学的研究
かりませんし，客観的な回答
定の財貨を貿易によって別の
を
が
地
域に持ち込むこと
財の特性，輸出す
と中国のあいだの
も，良い貿易なの
く必要があるでし
経済と市場を政
モ・エコノミクス）
が望ましいかどうかは，その
る地域の課題とを総合して判
貿易紛争，セーフガード問題
か，悪い貿易なのかを判定し
ょう。
治・社会・自然・未来世代か
の暴走を許していては，市場
地域の内発的な発展課題と移
断するほかはありません。日
を前向きに解決していくため
，評価できるしくみを作って
ら切り離したり，「経済人」
の価格決定のしくみに，エコ
入
本
に
い
（ホ
ロ
ジー的真実や宇宙
ーを創っていくに
といった国家財政
切です。これらの
正された市場経済
私有・商品化・
市民の視点を反映させること
は，市場原理主義的な考え方
のしくみを活用したり，消費
力に依拠した社会的市場経済
のしくみをつくっていく必要
貿易になじむ財，なじまない
はできません。エコ・エコノ
を克服し，環境税や公的補助
者運動の力を活用することが
――エコロジー的・社会的に
があるのです。
財
ミ
金
大
修
第３に，そもそ
ても，しっかりと
境観・人間観が問
「環境」とは，
は，環境（宇宙・
で飛び跳ねている
も私有・商品化・貿易になじ
探求する必要があります。こ
われているのです。
本来，宇宙におけるモノとい
大自然）の子にほかなりませ
孫悟空のようなものです。し
まない財は何かという点につ
の点では経済学のよって立つ
のちの流れのことであり，人
ん。お釈迦さまの手の平のう
たがって，人間は，自らの力
い
環
間
え
で
作りだせるモノ
できますが，人間
学的な真理や知恵な
人間が所有したり
年に阪神地
（ ）
（労働生産物）については所有
を作りだす基盤（宇宙におけ
ど）は，いわばお釈迦さんの
，商品にしたりはできない性
域を襲った大地震を思い起こ
し，商品として貿易すること
る命の流れや大自然，地域社会
手のひらにあたる部分であり
格のものです。
してください。人間は自分の
が
，科
，
所
自有地が「地割れ」し液状化
を動かしているのは，人間
統治に向かうパワーだから
然史のなかの社会と経済（藤岡）
することを呆然とただ見てい
ではなく，自然のなかに内在
です
）
。そのため，土地の売買
るだけでした。それら
する自己組織化・自己
には，欧米社会では，
厳重な規制が設けられてい
進められたために，金もう
ル崩壊後の日本の状況をみ
との報いが，いまなお我々
両者の中間領域たる，再
文化などについても，通常
命の根源を枯らしていくこ
ます。ところが日本では，土
けの対象となり，地価の暴騰
ると，土地の際限なき商品化
を苦しめていることが分かり
生不可能資源，水資源，食と
の労働生産物とは異なる扱い
とになるでしょう。たとえば
地取り引きの自由化が
をまねきました。バブ
・市場化を強行したこ
ます。
農，ケアと教育，学術
をしないと，人類の生
，生存に必要な最低限
の飲み水や食料，エネルギ
は，「商品」という規定より
人にも保障されるべき「生
人間の労働力の取り引き
競争の圧力に際限もなくさ
本質です。社会的規制の弱
が，事実上の「奴隷」にさ
ー，エイズ治療のための薬，
も「人権」という規定が優
存権」の基盤だからです。
についても，十分なルール設
らされてしまうでしょう。こ
いところでは，子どもや女性
れてしまう事例が激増してい
保健衛生，公教育など
先されるべきです。何
定をしないと，下向き
れがデフレーションの
などの社会的弱者たち
ます
）
。
民族のアイデンティティ
まで大国が略奪・輸入して
うしないと，弱小な民族は
ーバル市場をただよう「幽
先住民族，死者・未来世
を形づくる文化財についても
きた文化財はすべて母国に返
，その魂と言語・文化を失い
霊」となっていくほかないか
代，生物との支えあい
，貿易を制限し，これ
還すべきでしょう。そ
根無し草となり，グロ
らです
）
。
大量生産・大量廃棄の資
ましたので，現存メンバー
ません。歴史上，そのよう
道を歩みました。
ただし，汚染されていな
（ ）
本主義文明は，あまりに退廃
の力だけでは，もはや文明を
な自浄能力・自己変革能力を
い「未開の民族」との接触が
し，袋小路に入りこみ
刷新できないかもしれ
失った文明は，自滅の
，袋小路に陥った文明
を救ったこともあ
明を救ったのは
「ヨーロッパを若
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りました。エンゲルスによる
，ゲルマン（ドイツ）の未開
返らせたのは，…・ドイツ人
別号３）
と，古代ローマ帝国の奴隷制
民族でした。古代ローマ末期
の未開性，彼らの氏族慣習，
文
の
彼
らが生きていた母
瀕死の文明に苦し
したがって第４
き放ち，先住民族
にあると思います
民の１ に及ん
任の感覚，それに
権制社会の遺産［であった
む世界を若返らせる能力をも
のポイントは，「狭い経済人
，死者・未来世代，生物との
。沖縄の基地移転・拡張に反
だ死者たちの声，これから生
ジュゴンやオオタカといった
］。…・じっさい未開人だけが
っている
）
」
」としての視野から私たちを
支えあいの関係を作り出すこ
対する運動をみるとき，沖縄
まれる子どもたちへの社会的
動物たちの声も，生きている
，
解
と
住
責
者
の心を動かし始め
ボランティアの
今日の経済を平
したらよいのでし
んできました
）
。ま
うえで，この課題
たことが分かります。
心をもった「大我の人」に
和的な手段で，エコ・エコノ
ょうか。様々な学者や実践家
ずは人類の模索の到達点をし
の解決のために自発的（ボ
ミーに作り変えていくにはど
，政治家が，この問題にとり
っかりと学んでください。そ
ランタリー）にとりくんでほし
う
く
の
い
と思います。
「ボランティア
人」という定義だ
のです。アフガン
日本の外務省と政
人間は，地球上
」とはどんな人のことなので
けでは不十分です。「言われ
の難民問題にとりくむ日本の
治家の古い体質に風穴をあけ
の食物連鎖の頂上に位置して
しょうか。「言われなくてもす
てもしない人」のことでもあ
開発支援 の若者たちが
たことは，象徴的でした。
います。哲学者の鎌田東二さ
る
る
，
ん
は，次のように書
度は自分たち人間
どんないいお供え
人間が「万物の癌
であると
）
。
（ ）
いています。「人は，…大き
が食べられる番として，も
物になるか，自分たちを贈与
細胞」ではなく，「万物の霊
な食物連鎖のなかにあって，
っと大きな存在（宇宙）のため
できるか」――これが，私た
長」であることを立証するカ
今
の，
ち
ギ
自最後に「ボランティア」
ます。アジアで最初のノー
ート・タゴールは「人生の
然史のなかの社会と経済（藤岡）
として生きる喜びを歌った２
ベル文学賞をもらったインド
喜び」をつぎのように歌いま
つの詩を皆さんに贈り
の哲人，ラビンドラナ
した。「私は眠り，人
生は喜びだという夢をみた
し，目をこらす。奉仕は喜
いま一つは，アッシジの
をあなたの平和の道具とし
ちのあるところに許しを，
仰を，誤っているところに
しみのあるところに喜びを
。私は目覚め，人生とは奉仕
びだった。」
聖フランチェスコの「平和の
てお使いください。憎しみの
分裂のあるところに一致を，
真理を，絶望のあるところに
もたらすものとしてください
だと知った。私は行動
祈り」です。「わたし
あるところに愛を，過
疑惑のあるところに信
希望を，闇に光を，悲
。慰められるよりは慰
めることを，理解されるよ
わたしが求めますように。
れる自分を知り，自分を捨
注
） シュミット・ブレー
ンガー東京。
りは理解することを，愛され
わたしたちは，与えるから受
てて死に，永遠の命をいただ
ク（佐々木建ほか訳）『ファクタ
るよりは愛することを，
け，ゆるすからゆるさ
くのですから
）
。」
ー 』 年，シュプリ
） 国連の『人間開発報
位の１ ５）と貧しい層
たが， 年には １に
によると，世界のもっ
界の下位所得層 ％（
デービッド・コーテン
京も参照
） スチュアート・カウ
年，日本経済新聞
告書 年版』によると，世界の
（下位の１ ５）との資産格差
拡大し， 年には １となった
とも豊かな 人の資産総額は１
億人）の年間所得に匹敵するに
『グローバリズムという怪物』
フマン（米沢富美子監訳）『自己
社， ， ， ページ
豊かな層（世界人口の上
は， 年には １だっ
。 年版の『同報告書』
兆ドルを超えており，世
至っているという。なお
年，シュプリンガー東
組織化と進化の論理』
） 佐治晴夫『宇宙の風
社， ページ。海部宣
） ウイリアム・クラー
）「 億年の歴史を持つ
たない自我との間の葛
（ ）
に聴くー君たちは，星のかけらだ
男『宇宙史の中の人間』 年，
ク『死はなぜ進化したか』 年，
の発する強い力と，たか
藤に苦しんでいるのが人間です」
よ』 年，かたつむり
岩波書店
三田出版会
だか数万年の歴史しか持
（柳澤桂子『意識の進化
と 』地
） ハーヴィ
と地球のた
立命館経済学（ 巻特
涌社， 年，６ページ）
ー・ダイアモンドほか『ライフス
めに』 年， ・ ページ。村上
別号３）
タイル革命――私たちの健康と
和雄『サムシング・グレートー
幸福
大自
然の見えざ
アルシング
） 諸富祥彦
彦『どんな
） フリード
集』， 巻，
） 高木善之
） アンドレ
照。
る力』 年，サンマーク出版，
ル宣言――生き方と社会運動の新
，『生きていくことの意味』
時も人生に を言う』 年
リッヒ・エンゲルス「自然弁証
・ ・ ページ。ただし，
『地球大予測』 年，サンマー
・ランガネーほか『人類のいちば
ページ，伊田広行『スピリ
しい原理を求めて』 年，明石
新書， 年， ページ。諸
，大和出版， ページ。
法」 訳『マルクス・エンゲル
訳文の一部を改めた。
ク出版， ページ
ん美しい物語』 年，筑摩書房
チュ
書店
富祥
ス全
，参
） 内山節『
） レスター
ール・ホー
年，日本経
集英社，
） アルバー
ジ。
） 福士正博
） 清水満『
市場経済を組み替える』 年，
・ブラウン『エコ・エコノミー』
ケンほか『自然資本の経済――成
済新聞社，ジェレミー・リフキン
ページ。
ト・ハワード『ハワードの有機農
『市民の新しい経済学』 年，
共感する心，表現する身体――
農文協， ページ。
年，家の光協会， ページ
長の限界を突破する新産業革命
『エイジ・オブ・アクセス』
業』上， 年，農文協，
日本経済評論社， ページ。
美的経験を大切に』 年，新評
。ポ
』
年，
ペー
論，
ペ
）「眠りとい
ち合い，エ
目覚める。
年，文春
） ３領域へ
――市場社
必要だ」『世
日本経済評
ージ。
う状態のなかで，いのちのつな
ネルギーをもらい，心と身体の疲
これが本当の眠りの意味です」鈴
新書， ページ。
の区分については，カール・ポ
会の形成と崩壊』 年，東洋経
界』 年 月号，磯辺俊彦『
論社，５ ページ，福士正博
がっている無数の人たちと愛を
れを癒し，新しい息吹に満たさ
木秀子『愛と癒しのコミュニオ
ラニー（吉成英成ほか訳）『大
済新報社，古沢宏祐「文明の転
共の思想――農業問題再考』
『市民の新しい経済学』 年，
分か
れて
ン』
転換
換が
年，
日本
経済評論社
） 実現しよ
「経済」とい
値を追求し
帯感の薄い
（ ）
， ページを参照。
うとする価値という視点から，
う領域では，封建時代の制約か
てきた。しかし「自由」だけを追
社会となる。そこで「政治」領域
３領域の関係を見るとどうなる
らの解放を求めて，「自由」とい
求すると，貧富の格差が広がり
では，国民の公正なとりあつか
か。
う価
，連
いを
自重視し，「平等」という
る。しかし「自由」原
突し，ぎすぎすした関
然史のなかの社会と経済（藤岡）
旗をかかげて「自由」の行き過
理と「平等」原理だけに任せてお
係になる。そこで「友愛」という
ぎをチェックしようとす
くと，両原理はたえず衝
旗を掲げて登場するのが，
「社会・文化」領域なの
という旗を掲げたこと
づくりの夢を，彼らは
遺言』 年， 出
） 米国では， 年の
支払われ，国家領域で
のは，７％にすぎなか
日本経済評論社，５
）内村鑑三『デンマルク
だ。フランス革命の際に，民衆
をご存知だろうか。３つの価値の
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